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研究成果の概要（和文）：2018年度に大学生1826名(22校)対象の予備調査,2019年度に中学校の教員と生徒対象
の本調査を実施した.有効回収数は教員分が462名(15校),生徒分が8587名(15校)である.特別活動への積極性が生
徒にどのような影響を与えているのかを分析するために,クロス集計による相関を確認後,多変量解析を行った.
その結果,①話合い活動に積極的に参加及び体育的学校行事に積極的に参加すると自己肯定感･人間関係スキルが
高まる.②担任が支援していると,話合い活動に積極的に参加することが自己肯定感･人間関係スキルの向上にも
たらす効果を高める.③特別活動は学級経営と密接に関わっていること等が明らかとなった.

研究成果の概要（英文）：We conducted two surveys: a preliminary survey of 1,826 university students 
(22 universities) in the 2018 academic year, followed by a survey of junior high school teachers and
 students in the 2019 academic year. The total valid responses used for analysis were 462 (15 
schools) for teachers and 8,587 (15 schools) for students. From the academic year 2020 , we 
conducted a quantitative analysis of the impact of proactivity toward Tokkatsu on students by 
performing a correlation check through cross tabulation, followed by a multivariate analysis.
Results showed that (1) students who participated proactively in conversational activities and 
school events (sports) developed high self-esteem and interpersonal skills; (2) support from the 
homeroom teacher enhanced the effects of increased self-esteem and interpersonal skills brought 
about by proactive participation in conversational activities; and (3) Tokkatsu were shown to be 
closely related to class management. 

研究分野： 学校教育、教科外教育（生徒指導、教育相談、特別活動）

キーワード： 特別活動　生徒指導　Tokkatsu　生徒指導の積極的な意義　集団活動　キャリア教育　学校行事　いじ
め未然防止

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では,コロナ禍以前の中学校における大規模調査を実施し,膨大なデータを入手することができた.また,特
別活動(Tokkatsu)研究では,社会調査の手法によるエビデンスベースドによる研究が少ないという実情に加え,生
徒指導との関連を実証的に研究した論文はほとんど見られないことから先行的な研究として評価できる.
本研究に係るメンバーは,特別活動･生徒指導の経験があったり関心が深い.研究メンバーの興味と関心にしたが
って特別活動と生徒指導に関する論考を執筆いただいたことにより興味深い資料集を作成することができた.こ
れらは,これからの特別活動と生徒指導の密接な関係を考える上での基礎資料となる.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９(共通) 
１．研究開始当初の背景 
(1) 学習指導と生徒指導は学校教育を支えている重要な機能である。学習指導における特別活
動と生徒指導は、双方のねらいに重なる点が多く緊密な関係にあり、特別活動は生徒指導の実践
の場となっている。それゆえ、特別活動の目標を実現することは、生徒指導の充実を図ることと
なる。その結果、児童生徒の健全な発達が促進され、問題行動等生徒指導上の諸課題を予防した
り、減少させたりすることが期待できる。 
(2) 『生徒指導提要』(2010)に示された｢社会的なリテラシー｣の要素である｢対人関係｣及び｢社
会生活｣のリテラシーは、特別活動を要として形成され、これが発達促進的、開発的な生徒指導
となる。このことを明らかにしていくためには、教員及び児童生徒を対象とし、特別活動により
育まれる社会の形成者としての資質・能力と、生徒指導の機能における｢積極的な意義｣との関連
や、因果関係等について、数理定量的な方法により実証していくことが必要である。しかし、そ
のような研究は見られない。 
 
２．研究の目的 
(1) 特別活動の学習を進めていくためには、生徒指導の機能である｢ガイダンス｣が大きな役割
を果たしている。また、特別活動を構成する｢学級活動・ホームルーム活動｣｢生徒会活動｣｢学校
行事｣の目標には、社会の形成者としての資質・能力を育むことが示されている。これら特別活
動と生徒指導との関係について、数理定量的に示すことが必要である。そのために本研究では、
『非認知的(社会情緒的)能力の発達と科学的検討についての研究に関する報告書』(国立教育政
策研究所,2017)に挙げられている能力を援用していく。 
(2) 本研究では、図に示した学校教育の基本構造におい
て、学習指導だけでは十分に育むことが難しい第 4 の
R(relation)、つまり、｢人間性の教育｣が、教育の目標に迫
る上で不可欠であり、生徒指導は｢人間性の教育｣に資する
教育活動であると考える。この仮説に基づき、特別活動の充
実は、生徒指導を生かした教育活動となっていることを実
証することを目指した。 

図 学校教育の基本構造 
 
３．研究の方法 
(1) 研究方法は、特別活動で育まれる資質・能力と｢生徒指導の積極的な意義｣との関係につい
て、数理定量的に明らかにするために質問紙調査を行う。質問紙の作成では、現役の教員や教育
行政に関わる経験者、学校管理職等を研究協力者とし、大学生を調査対象として実施された予備
調査結果について検討し、そこで得られた知見を質問紙本調査の項目に反映させていく。また、
教育課程に位置づけられた授業ではないが、清掃活動、朝の会、帰りの会等、特別活動に係る教
育活動も調査の対象とした。 
(2) 質問紙本調査の対象は、近畿地区の X市(10 中学校)、Y市(4 中学校)、Z市(2 中学校)の教
員と生徒である。調査手続は、研究代表者の所属する学会の研究倫理ガイドラインに沿って対応
した。第 1 回目の調査は、2019 年 6 月から 7月に実施された。生徒には、実施要項に基づき対
象校の教員による教室での集合調査法により質問票による調査が実施された。また、各校の管理
職により教員を対象に任意での質問票による調査を行った。第 2回の調査は、2019 年 11 月から
12 月にかけて第 1回の調査と同様に生徒を対象として実施された。 
(4) 分析に使用する有効回収数は、教員分が 462 名(15 校)であり、生徒分が 8587 名(15 校)で
あった。なお、自由記述部分のテキストデータについては、令和 4年度以降の継続研究として分
析を進めていく。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究の目的である特別活動における生徒指導の｢積極的な意義｣について、｢中学生の生
活・意識・行動に関するアンケート｣大規模調査結果から、特別活動の各種活動への積極性が、
生徒にどのような影響を与えているのかを数理定量的に分析していくためにクロス集計による
相関を確認後に、多変量解析(重回帰分析・ロジスティック回帰分析)により分析を試みた。 
(2) 自己肯定感の推移を従属変数とした多項ロジスティック回帰分析を行った。統制に用いた
属性変数からは、男子よりも女子の方が｢低→低｣カテゴリに入りやすく、2,3 年生は 1年生と比
べて、第１回調査の時点では自己肯定感が低い状態にある傾向がみられる。また、自己認識では
あるものの、成績が高いと｢低→低｣カテゴリに入りにくく、それらの変数と特別活動への積極性
をコントロールした上でみれば、部活動参加者は｢高→高｣カテゴリに入りにくいことが分かる。
特別活動への積極性について確認すると、話合い活動、学校行事(スポーツ)に対して積極的であ
ると、｢高→高｣、｢低→高｣、｢高→低｣のどの係数も正で統計的有意となっているため、もともと
自己肯定感が高い人が積極的に参加しがちであるだけでなく、積極的に参加することで自己肯
定感が高まる可能性も示唆される。学校行事(校外)についても、｢高→高｣、｢低→高｣の係数が正
で統計的に有意となっているため、積極的に参加することで自己肯定感が高まる可能性が示唆



された。 
(3) 担任の指導については、｢サポートあり・介入あり｣だと、｢高→高｣、｢低→高｣に入りやす
く、｢サポートあり・介入なし｣だと、｢高→高｣に入りやすい傾向がみられる。｢サポートなし・
介入あり｣については、どのカテゴリについても 10％水準で統計的に有意な係数とはなっていな
い。今回の分析では、担任の指導の基準カテゴリを｢サポートなし・介入なし｣としているが、｢サ
ポートなし・介入あり｣と比較した場合でも、｢サポートあり・介入あり｣だと、｢高→高｣、｢低→
高｣に入りやすく、｢サポートあり・介入なし｣だと、｢高→高｣に入りやすいといえる。もっとも、
担任の指導という変数は、特別活動における指導に限ったものではない。そこで、特別活動にお
ける積極性のうち、とくに担任の指導方針の影響が大きいと考えられる話合い活動の積極性と、
担任の指導の交互作用項を投入した Model3 の推定もおこなった。しかしながら、交互作用項自
体は 10％水準でも統計的に有意ではなかった。 
(4) 人間関係スキルの推移を従属変数とした多項ロジスティック回帰分析を行った。統制に用
いた変数から確認すると、女子は男子に比べて、人間関係スキル(の自己認識)が第 2回調査時で
高いことが分かる。また、2 年生は｢高→高｣、｢高→低｣に入りやすく、成績中位者と比べて、上
位者は｢高→高｣に、下位者は｢低→低｣に入りやすいことが示唆された。運動部の生徒は、部活動
をしていない生徒に比べて、｢高→低｣や｢低→高｣という変化類型に入りやすいことも示唆され
る。特別活動への積極性について確認すると、話合い活動、学校行事(スポーツ)については、10％
水準のものも含まれはするものの、自己肯定感の場合と同様に、｢高→高｣、｢低→高｣、｢高→低｣
のどのカテゴリの係数も、正で統計的に有意な結果となっている。その他の特別活動への積極性
の影響は限定的であり、特に｢低→高｣という、人間関係スキルの上昇をうながす影響は、話合い
活動と学校行事(スポーツ)のみで確認された。 
(5) 担任の指導について確認すると、｢サポートあり・介入あり｣、｢サポートあり・介入なし｣
の場合に、｢高→高｣、｢高→低｣カテゴリに入りやすいことが分かる。担任の指導と話合い活動へ
の積極性の交互作用項を投入した Model3 をみると、担任の指導が｢サポートあり・介入あり｣も
しくは｢サポートあり・介入あり｣であり、かつ話合い活動に積極的に参加した場合に、人間関係
スキル｢低→高｣に入りやすい(→人間関係スキルが高まった)可能性が示唆されている。 以上
の数理定量的な分析結果は、以下の通りにまとめられる。 
(6) 第一に、属性的な変数が一定だったとした場合、話合い活動に積極的に参加したケース、
また、学校行事(スポーツ)に積極的に参加したケースでは、自己肯定感・人間関係スキルが高ま
っている様子が確認された。この結果のみで、話合い活動や学校行事(スポーツ)に積極的に参加
すると、自己肯定感や人間関係スキルが高まるという因果関係まで積極的に論じることは難し
いものの、そのような可能性自体は示唆されたとみてよいだろう。なお、他の特別活動に積極的
に参加することの効果は、今回の分析からは見られなかったが、これは、それらの特別活動に積
極的に参加する生徒は、話合い活動や学校行事(スポーツ)にも積極的に参加しがちであること
から、統計的には有意性を見いだせなかったのだとも考えられる。この点は分析上の限界として
指摘しておきたい。 
(7) 第二に、話合い活動に積極的に参加することと、担任の指導のあり方の交互作用について、
担任がサポートを行っていることが、話合い活動に積極的に参加することが自己肯定感・人間関
係スキルの向上にもたらす効果を高めるという結果が得られた。話合い活動に積極的に参加す
ることが自己肯定感や人間関係スキルの向上に結びつくためには、担任がクラスの生徒一人ひ
とりに話しかけるなどのサポートをしっかり行うことが重要だといえる。 
(8) 特別活動における教師の関わりの規定要因(順序ロジスティック回帰分析)では、教師の特
別活動への関わりを従属変数とし、性別、年齢、現任校勤務年数、社会人経験年数、学歴、管理
職の有無、学級担任担当を独立変数として、順序ロジスティック回帰分析を行った。その結果、
すべての特別活動の関わりに影響を与えている変数は、学級担任ダミーであり、特別活動のすべ
ての活動は、学級経営と密接に関わっていることが読み取れる。また特筆すべき結果として、｢ク
ラスでの話合い活動｣と｢運動会・体育祭などスポーツにかかわる学校行事｣以外の特別活動には、
現任校勤務年数が正に有意な影響を与えていることが読み取れる。この結果はこれまで指摘さ
れてこなかった結果であり、特別活動が個々の学校文化や校務分掌の継承に強く影響されてい
ることが示唆される。このことについては、学校教育現場を対象としたフィールドワークや、教
員を対象としたヒアリングなどの定性的な調査を行うことで、さらなる検証が必要である。 
(9) 以上の結果からは、特別活動が生徒に及ぼす影響に係る因果関係まで明らかにするまでに
は至らないまでも、そのような可能性が示唆されたことは、特別活動と生徒指導との関連につい
てのエビデンスを示すことができたと考えられる。また、話合い活動に積極的に参加することが
自己肯定感や人間関係スキルの向上に結びつくためには、担任がクラスの生徒一人ひとりに話
しかけるなどのサポート、つまり、生徒指導の積極的な意義を意識したアプローチが重要である
という知見を得ることができた。 
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